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Isolation of tumor endothelial cells from murine 
cancer 
（マウス腫瘍における腫瘍血管内皮細胞の分離法） 





































したところ、CD31/CD146 陽性細胞の存在率は約 1.9%であり、磁気ソーティングにより約 10
倍に濃縮された。続いて、腫瘍血管内皮細胞の純度をさらに高めるため、CD31/CD146 陽性細
胞をゲーティングして FACS ソーティングを行った。FACS ソーティングにより CD31/CD146
陽性細胞は 95%以上の高純度であることを確認した。得られた細胞は、造血細胞マーカーであ









検証するために、CFSE 染色した CD8 陽性 T 細胞をレスポンダーとした CD8 陽性 T 細胞増殖
試験による in vitro の機能解析を行った。CD3/CD28 刺激下で CD8 陽性 T 細胞は増殖を示した
が、腫瘍血管内皮細胞を添加により CD8 陽性 T 細胞の増殖が抑制された。その一方、正常内皮
細胞の添加では CD8 陽性 T 細胞の増殖抑制はみられなかった。したがって、腫瘍血管内皮細胞
は CD8 陽性 T 細胞増殖抑制能を持つことが示唆された。 
以上のように、腫瘍血管内皮細胞は、正常内皮細胞と異なる性質を有している可能性が示唆され
た。したがって、腫瘍血管内皮細胞の特徴を正確に把握するには、一般的に行われている様な、
正常内皮細胞株での代替使用では不十分である。また、これらの腫瘍血管内皮細胞の特徴は、腫
瘍成長の過程の中で獲得している可能性があり、新鮮で高純度な腫瘍血管内皮細胞を用いる必要
があると考えられる。本研究で示した腫瘍血管内皮細胞の分離法は、さらなる腫瘍血管内皮細胞
の特徴の解明、特に免疫学的機能解析に有用である。腫瘍血管内皮細胞の免疫学的特徴を解明す
ることは、腫瘍血管内皮細胞を標的とする、より効果的な新規抗がん治療の開発に寄与する可能
性がある。 
